
 実施団体：
一般社団法人滝川国際交流協会

 対象国・地域：
モンゴル国トゥブ県
ジャルガラント村

 現地カウンターパート
トゥブ県ジャルガラント村

 協力内容：
・対象村に玉ねぎの種子・種球生産のための試験農園を設置
・日本人専門家による品種改良、種子・種球生産技術指導
・講習会を開催し、篤農家が玉ねぎ栽培技術指導を行う
・生産した玉ねぎの集荷・選果・販売を行う流通センターを設立
し、組合の活動基盤を整備する。

 団体のこれまでの取り組み：
滝川市の国際協力、国際理解、国際交流に関する各種の事業やイ
ベント実施・JICA研修事業受入・草の根技術協力事業の実施。

 事業実施の背景：
・モンゴル国の農業は基幹産業である一方、一部の作物に生産が
が偏重し、生産過剰による価格低下・農家収入の不安定化が生じ
ており、農業の多角化が喫緊の課題となっている。主要野菜であ
る玉ねぎは国内供給が不足し、種子や種球は海外からの輸入に依
存していることから、品種改良・種子生産を含む栽培体制を構築
し、新たな地域ブランドの確立による農家の持続的収益基盤の確
立が求められている。

課題①
一部の作物に生産が偏重し、生産過剰による価格低下に
より農家の収入が不安定である。
成果①
一般小売価格と比較して事業でブランド化した玉ねぎは
36％高値で販売された。技術移転により、1㎡当りの収
量が事業4年目には2.8㌔/㎡（目標2㌔/㎡）を超えた。
課題②
主要野菜の玉ねぎは輸入に依存している。国内に種子採
取事業がないため、種子や種球も輸入に依存している。
成果②
同国植物農業研究所の推薦でTIEASAKU‒1(501)が同国
の有望品種として登録され、種子の輸入、生産物の販売
が可能になった。国内で気候風土が最も適したウブス県
でも種子増産が開始された。

玉ねぎの品種改良による新ブランドの確立とフードバリューチェーンの構築
（2020年～2025年）

モンゴル国の課題と成果

事業の波及効果

玉ねぎが支える持続可能な農業と地域づくり

パートナー型

玉ねぎの本格販売と事業終了後自立的運営

•ウランバートル市内で複数店舗を運営するEマートモー
ルと契約を結び本格的な販売を開始した。本契約により、
農家が流通センター（組合）の活動の意義を理解し、事
業終了後の試験農園の維持管理を組合が自ら運営するこ
ととなった。
•農家がメインで栽培していた農作物を一部玉ねぎに転換
し収入を得たことで、他品目への転換に意欲的になった。
•玉ねぎ栽培の専門家が草の根事業での現地経験を契機に、
JICA民間連携事業へ応募し、採択された。


